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論文内容の要旨

最近の流体機械の小型化に伴う高速化に起因して，キャビテーションが発生する機会が多く，キャ

ピテーションによる破壊作用が深刻な問題になっている。

本論文は，キャピテーション損傷を引き起こす原因となる気泡圧壊時の衝撃圧力がいかなる機構に

より発生するかを解明する目的で行われた。

まず気泡圧壊時の衝撃圧力が気泡近傍の国体壁面に作用する時刻と気泡圧壊時刻との時間的前後関

係を明らかにし，衝撃圧力が気泡収縮過程で発生するマイクロジェソトの作用によるものか，または

気泡圧壊後の再膨脹過程で発生する衝撃波によるものかを判断した。その結果，気泡が壁面から離れ

ている場合では，衝撃圧力は衝撃波によるものであり，接近している場合では，マイクロジェソトの

作用と衝撃波の作用の両方によるものと推論された。

つぎに，衝撃波に関しては，特に気泡が壁面に接近した場合について，衝撃波の発生時期および\:，'i:~ 

面への作用時期を明らかにし，衝撃波による衝撃圧力の大きさを求めた。そして，マイクロジェット

に関しては，気泡が壁面からある程度離れた場合でも，マイクロジェット作用が衝撃圧力の発生原因

になることを示すと共にマイクロジェットの衝突により実際に損傷が発生し得ることを示した。

以上の結果から，気泡圧壊時に壁面に加わる衝撃圧力は，総括的には，衝撃波の作用とマイクロジ

ェットの衝突による作用が共存したものであり，気j包が壁面から離れた場合では衝撃波の作用，接近

した場合ではマイクロジェットの衝突による作用が衝撃波の作用に加わることを示した。
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論文の審査結果の要旨

本論文はキャビテーション損傷の原因となる固体壁近傍の気泡圧壊時に生ずる衝撃圧力の発生機構

を解明したものである。

著者はまず，水中放電気泡の成長，収縮過程を高速度カメラで観測し 同時に壁面に作用する衝撃負荷

を高速光弾性法で計測して，両者の時間関係を詳細に調べた。その結果，衝撃圧力は，気泡が壁面から

離れている場合には，気泡圧壊後の再膨脹過程で発生する衝撃波によるものであり，気泡が壁面に近

い場合には，衝撃波の作用と気泡の非球状収縮過程で発生するマイクロジェットの作用との両方によ

るものであるとの結論を得た。次に著者は，高速シュリーレン法を用いた実験によって，気泡が壁面に

接して非球状収縮する場合にも衝撃波が発生することを明らかにし 上記結論を補強した。

さらに著者は，モデルマイクロジェットを用いた詳細な実験に基いて，マイクロジェットの衝撃力

に対するキャピテーション気泡と固体壁間の水の層の影響，ならびに純アルミニウムに生ずるピット

状のキャピテーション損傷の発生因について十分な検討を加えている。

以 r.. 本研究はキャピテーションに関して新しい知見を加え この分野に貢献する所大であり，工

学博士の学位を授与するに値すると認める。
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